
臨
時
写
真
科
に
次
い
で
大
正
十
二
年
に
は
小
西
写
真
専
門
学
校
も
設
立
さ
れ
、

従
来
の
写
真
師
や
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
と
は
一
線
を
画
す
る
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
な
写
真
家
が
誕
生
す
る
基
盤
が
で
き
て
行
っ
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
国
博
覧
会

②
 

一
九
一
五
年
（
大
正
四
年
）
の
二
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
四
日
ま
で
サ
ソ
フ

ラ
ソ
シ
ス
コ
で
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
校
の
出
品
に
つ
い
て
は
「
自

明
治
四
十
四
年
立
恥
吟

出
品
書
類
庶
務
掛
」
に
記
録
が
あ
る
が
、
既
出
「
東
京
美

術
学
校
近
事
」
の
記
事

(582
頁
）
と
重
複
す
る
部
分
が
多
い
。
た
だ
し
、
前
者

に
よ
れ
ば
、
出
品
物
の
う
ち
「
日
本
画
成
績
貼
込
額
面
弐
個
」
は
望
月
尚
、
井

上
恒
也
、
松
崎
孝
忠
、
山
崎
善
次
郎
、
佐
藤
直
己
、
植
松
俊
郎
、
田
上
尚
之
、

太
田
義
一
ら
の
作
品
で
あ
り
、

「
西
洋
画
成
績
額
面
四
個
」
（
自
画
肖
像
弐
、
風

景
『
奈
良
、
港
』
弐
）
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
裸
体
画
三
点
を
出
品
す
る
予
定
だ

っ
た
の
を
変
更
し
て
風
景
画
と
し
、
実
際
に
は
山
脇
信
徳
の
「
停
車
場
の
朝
」

と
中
野
営
三
の
「
春
の
岬
」
が
出
品
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
図
案
成
績
貼

込
額
面
弐
個
」
は
林
威
三
、
藤
岡
茂
男
、
浅
野
廉
、
小
倉
淳
ら
の
作
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
博
覧
会
終
了
後
「
日
本
画
成
績
貼
込
額
面
弐
個
」
、
「
図
案
成
績
貼

込
額
面
弐
個
」
お
よ
び
「
鋳
造
青
銅
鳳
文
香
炉
」
、
「
鋳
造
渦
紋
花
瓶
」
は
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ヤ
大
学
へ
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の
博
覧
会
に
際
し
、
久
米
桂
一
郎
は
本

校
を
休
職
し
、
博
覧
会
協
会
サ
ソ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
国
博
覧
会
出
品
部
主
幹
と

し
て
大
正
四
年

一
月
十
六
日
よ
り
翌
五
年

一
月
二
十
五
日
の
間
渡
米
し
た
。

川
合
玉
堂
起
用

大
正
四
年
五
月
十
九
日
、
川
合
玉
堂
が
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
玉
堂
は
本
名

③
 

て
候
。

を
芳
三
郎
と
い
い
、
明
治
六
年
愛
知
県
葉
栗
郡
外
割
田
村
生
ま
れ
。
は
じ
め
京

都
で
望
月
玉
泉
、
幸
野
楳
嶺
に
師
事
し
、
二
十
九
年
よ
り
は
橋
本
雅
邦
に
学
ん

だ
。
四
十
年
文
展
開
設
以
来
審
査
委
員
を
つ
と
め
、
文
展
に
出
品
を
続
け
た
。

そ
れ
ら
は
日
本
の
四
季
お
り
お
り
の
自
然
の
美
を
描
き
表
わ
そ
う
と
し
た
も
の

で
、
そ
の
近
代
的
な
も
の
の
見
方
と
平
明
湿
雅
の
画
趣
、
安
定
し
た
技
術
が
一

般
の
支
持
を
得
て
い
た
。

玉
堂
の
起
用
は
川
端
玉
章
の
辞
任
に
よ
り
後
任
問
題
が
起
こ
っ
た
と
き
か
ら

囁
か
れ
て
い
た
。
中
に
は
関
如
来
の
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
積
極
的
な
提
案
を

す
る
人
も
あ
っ
た
。

△
栖
鳳
は
天
才
に
て
候
。
天
才
は
赦
授
と
し
て
は
餘
り
に
勿
膿
無
く
候
。
看

板
に
名
を
の
み
求
め
ん
と
す
る
な
ら
ば
兎
も
角
、
慎
に
子
弟
赦
育
の
任
に
常

ら
し
め
ん
と
す
る
に
は
、
天
オ
は
餘
り
に
自
己
の
適
所
を
選
び
過
る
も
の
に

△
そ
れ
よ
り
は
能
オ
、
俊
オ
を
畢
ぐ
る
の
優
れ
る
を
信
ず
る
も
の
に
て
候
。

而
も
こ
れ
と
て
も
多
く
は
候
は
ず
。
た
ゞ

川
合
玉
堂
こ
そ
、
美
術
學
校
教
授

と
し
て
は
、
最
も
適
任
者
と
信
じ
候

△
玉
堂
は
冷
静
に
し
て
又
己
を
持
す
る
極
め
て
謹
厳
な
る
、
其
作
品
之
を
證

し
て
餘
り
有
り
候
。
放
心
に
流
れ
易
き
美
術
學
生
を
教
育
す
る
に
於
て
間
然

す
る
所
な
き
を
信
ず
る
者
に
て
候
。

△
其
の
家
塾
に
於
け
る
制
規
の
如
き
は
整
然
と
し
て
、
純
乎
た
る
一
私
擬
の

憫
を
為
せ
る
、
裳
時
稀
に
見
る
所
に
て
候
。
宜
な
る
哉
、
其
の
門
を
出
で
た

る
、
山
内
多
門
、
井
澤
蘇
水
、
長
野
草
風
近
く
は
池
田
蕉
園
の
如
き
皆
年
次

の
浅
き
に
開
は
ら
ず
、
各
一
別
オ
と
し
て
稲
せ
ら
る
4

、
蓋
し
其
の
性
の
趨
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